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分散システム 
１．研究計画の概要 
持続可能な分散システムを実現する方法
として生物的メタファーに基づく分散シ
ステムの新しい自律的管理・耐故障手法を
提案する。分算システムはその規模・複雑
性ともに拡大しており、集中的なシステム
管理手法はもちろんのこと、従来の分散管
理手法も、動的に構成が変化する分散シス
テムには対応できない。この研究課題では
生物的なメタファーを導入し、(1)分散シス
テムを振動系としてとらえる、(2)細胞分化
のように機能特化させる機構を導入する。
まず(1)では蛍や心筋の同調方法を模した
方法により、相違なコンピュータ上で動作
するコンポーネントの周期を同調化して、
コンポーネントグループ全体の固有周期
を作り出すとともに、コンポーネントの動
作に位相差を与えることで、明示的な同期
操作をしなくても計算リソースの原子的
アクセスをできるようにして、システム効
率をあげる。(2)は細胞分裂における機能分
化を模すことにより、各細胞が機能の獲得
と、他の細胞に対して抑制する機能を分散
システム上で実現する。これは機能要求が
あると、他のコンポーネントに対して抑制
メッセージを送信し、それを受け取ったコ
ンポーネントはそれ自身のリソース割当
を減らし、最終的には機能分化を分散シス
テム上で実現できるようにする。 
 
２．研究の進捗状況 
平成 18 年度及び 19 年度において設計・実装
したコンポーネント及び実行システムを拡
張することにより、コンポーネントの機能分
化する機構を設計・実装した。これは社会や

細胞と同様に、対等なコンポーネントよりも、
役割にコンポーネントの機能を分化させ、そ
の機能に特化したコンポートにし、それらコ
ンポートをその役割に応じて協調させた方
が効率的なことによる。平成 20 年度ではこ
の機構を実際の分散システム上で実験・評価
して、その有効性を確かめることになる。な
お、機能分化の実現ではスレッドプールを利
用して、各コンポーネントの機能に対して最
大スレッド数を、その機能の呼び出し回数な
どに比例させる方法をとっている。これによ
り呼び出し回数の少ない機能はやがては最
大スレッド数がゼロとなり、事実上のその機
能を失う。なお、コンポーネント全体のスレ
ッド数は一定にすることにより、コンポーネ
ント内の機能分化を促す機構についても併
せて提案・実装を行った。 
 
３．現在までの達成度 
ソフトウェア実装など研究計画通りに②お
おむね順調に進んでいる。知見についても当
初予測した通りといえるが、分散システムを
自律的にリズムをつくる方法は従来にない
方法として国内外の評価が高いだけでなく、
同期やデータ一貫性プロトコルにも有用な
ことがわかるなど、当初予測していなかった
成果も出ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
計画通りに研究を進めることになるが、いく
つかの部分はそれ自体がひとつの研究テー
マになるほど発展が期待できる。このため計
画通りの研究を進めることはもちろん、次な
る展開を模索するための発展も行う予定で
ある。 
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